
幻
住
派
密
参
録

に
つ
い
て

―『青
鷹
集
』
を
中
心
に
し
て
―

飯

塚

大

展

問

題

の
所
在

幻
住
派
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
、
大
き

く
展
開

し
た
臨
済
宗
の

一
派
で
あ
る
。
幻
住
派
は
、
そ
の
法
系
の
二
重

性
に
お

い
て
極
め
て
特
異
な
あ
り
方
を
呈
す
る
が
、
逆
に
そ
の
法
系

の

二
重
性

を
挺
子
に
、
混
乱
し
、
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
五
山
派
の
中

に
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
山
派
の
中
に
お
け
る
、

幻
住
派

の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
系
の
二
重
性

の
意
味
も
含

め
て
、
玉
村
竹
二
氏
の
諸
論
考
が
あ
り
、
本
稿
も
ほ
ぼ
そ
の
業
績
に
依

拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
幻
住
派
の
も
う

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
密

参

録

に

つ
い

て
、
主
に

『青
鷹
集
』
を
素
材
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
幻
住
派
の

人
々
は
、
積
極
的
な
諸
師
遍
参
志
向
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
幻
住
派
の
み
が
遍
参
遊
方
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
例
え
ば
、
大
拙
祖
能

の
法
嗣
白
崖
宝
生
の
諸
師

へ
の
参
学
は
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

伝
記
お
よ
び
そ
の
語
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
五
山

・
林

下
を
問
わ
ず
、
曹
洞

・
臨
済
の
枠
組
み
を
越
え
て
参
学
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
禅
籍
抄
物
を
考
え
る
上
で
も
、
幻
住
派
の
活
動
は
注
目
に
値
す

る
。
今
回
は
扱
い
得
な
い
が
、

一
方
で
林
下
大
徳
寺
派

・
妙
心
寺
派
の

密
参
録
や
曹
洞
宗
道
元
派
下
の
本
参
を
総
合
す
る
形
で
、
独
自

の
公
案

体
系
を
有
す
る
に
至

っ
た
が
、
五
山
の
種
々
の
講
義
録
で
あ
る
抄
物
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
蒐
集
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

幻

住
派

の
展
開

幻
住
派
と
は
、
天
目
山
の
中
峰
明
本
よ
り
出

た

一
派

の
総

称

で
あ

り
、
遠
渓
祖
雄

・
復
奄
宗
己

・
無
隠
元
晦

・
古
先
印
元
の
各
派
を
含
む

が
、
本
稿
で
は
、
京

・
鎌
倉
の
五
山
に
浸
透
し
、
特
に
室
町
時
代
後
期

よ
り
江
戸
時
代
初
頭
に
お
い
て
盛
ん
で
あ

っ
た
遠
渓
祖
雄
を
祖
と
す
る

一
派
を
幻
住
派
と
呼
称
す
る
。

遠
渓
祖
雄
は
、
丹
波
の
人
、
弘
安
九
年

(
一
二
八
六
)
に
生
ま
れ
、
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住
派
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参
録
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(飯

塚
)

十
九
歳

に
し
て
出
家
し
、
後
に
天
目
山
の
幻
住
庵
で
中
峰

の
印
可
を
得

た
。
帰
国
後
は
、
正
中
二
年

(
一
三
二
五
)
丹

波

に
瑞
巌
山
高
源
寺
を

開
き
、
康
永
三
年

(
一
三
四
四
)
六
月
二
十
七
日
に
寂
し
た
。
以
後
、
了

庵
玄
悟
―
玉
燗
玄
深
―
高
陽
宝
頒
-
大
再
宝
碩
―
運
籌
碩
勝
―
玄
室
碩

圭
―

一
章
碩
由
と
次
第
す
る
が
、

一
華
以
前
の
幻
住
派
の
活
動
は
判
然

と
し
な

い
。

一
華

は
、
文
安
四
年

(
一
四
四
七
)
三
月
四
日
に
、
筑
前
筥
崎
の
秦
氏

の
家
に
生
ま
れ
た
。
菩
提
寺
で
あ
る
建
徳
寺
に
入
り
、
住
持
梅
隠
に
つ

い
て
出
家
し
た
。
梅
隠
は
、
蘭
渓
道
隆
の
四
世
孫

に
当
た
り
、

一
華
も

大
覚
派

に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
明
四
年
遍
参
遊
方
の
途
に
つ
き
、

林
下
大
徳
寺
派
養
叟
宗
願
の
参
徒
で
あ

っ
た
宗
良
居
士
に
参
じ
、
つ
い

で
曹
洞
宗
実
峰
良
秀
派
下
の
大
徹
道
玄
に
参
じ
た
。
そ
し
て
最
後
に
覚

晶
庵
主
玄
室
碩
圭
に
参
じ
、
「三
関
」
を
透
り
、
文
明
十
三
年

(
一
四
八

一
)
仏
涅
槃
の
日
玄
室
の
印
可
を
受
け
、
密
符
を
受
け
た
。
永
正
四
年

(
一
五
〇
七
)
三
月
八
日
、

一
華
は
六
十
四
歳
で
寂
す
る
が
、
諸
録
中
よ

り
古
則

一
千
余
を
集
め
、
初
関

・
両
関

・
三
関

の
三
部
に
分
類
配
列
し

た
。
幻
住
派
に
お
け
る
密
参
録
の
成
立
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、

一
方

で
幻
住
派
の
伝
法
の
証
と
さ
れ
る
血
脈

・
大
事

・
宗
派
図
な
ど
は
、

一

華
が

曹
洞
宗
の
も
の
を
参
酌
し
て
創
出
し
た
も

の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
点

に
つ
い
て
は
、
『
浮
木
集
』
(駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
)
が
参
考

に
な
る
。

以
後

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
大
内
義
隆

の
命
に
よ
り
遣
明
正
使
と
な

っ
た
湖
心
碩
鼎
、
毛
利
元
就
の
帰
依
を
受

け
て
洞
春
寺
開
山
と
な

っ
た
嘯
岳
鼎
虎
、
そ

の
弟
子
で
吉
川
元
長
の
篤

い
信
仰
を
得
た
済
蔭
玄
宏
な
ど
を
経
て
、
中
国
地
方
に
確
固
と
し
た
基

盤
を
築
き
、
そ
の
外
護
の
下
、
五
山
派
と
し
て
の
地
位
も
確
保
す
る
に

至
る
。
京
都
五
山
に
お
い
て
は
、
天
竜
寺
を
始

め
、
建
仁
寺
に
お
い
て

は
、
乾
龍
慧
竺
、
永
甫
英
雄
、
相
国
寺
に
お
い
て
は
、
西
笑
承
党
、
そ

の
他
圓
光
寺
の
閑
室
元
信
、
玉
質
宗
樸
等
、
有
数
の
尊
宿
た
ち
が
受
法

す
る
に
及
び
、
元
亀

・
天
正
年
間
に
は
、
幻
住
派
は
隆
盛
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。

さ
て
、
関
東
の
叢
林
に
幻
住
派
が
浸
透
す
る
端
緒
と
な

っ
た
の
は
、

三
伯
玄
伊
、
岫
雲
玄
端
が
円
覚
寺
と
の
関
係
を
持

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

三
伯
玄
伊
は
、
野
州

(栃
木
県
)
喜
連
川
出
身
、
天
甫
碩
円
と
は
俗

の

兄
弟
に
当
た
り
、
古
河
の
永
仙
院
の
徒
で
、
円
覚
寺
の
伽
藍
復
興
に
寄

与
し
た
人
で
あ
る
。
軸
雲
玄
端
は
、
天
甫
の
弟
子
で
あ
る
。
足
利
学
校

の
歴
代
の
庠
主
で
、
幻
住
派
の
法
系
に
つ
ら
な
る
者
は
、
九
世
閑
室
元

倍
、
十
世
龍
派
禅
珠
、
明
徹
祖
徳
、
沢
雲
祖
兌
等
が
い
る
。

『
青
鷹

集
』

に

つ
い

て

本

書
は
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
に
蔵
さ
れ

て
い
る
江
戸
時
代
初
期

書
写
と
推
定
さ
れ
る
密
参
録
で
あ
る
が
、
原
表
紙
に

「青
鷹
集
坤
」
と

あ
り
、
乾
冊
を
欠
く
零
本
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
足
利

学
校
遺
跡
図
書
館
蔵
の
禅
籍
に
つ
い
て
」
(『禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
一

号
)
に
お
い
て
若
干
言
及
し
た
が
、
未
だ
不
十
分
な
点
が
多

い
。
玉
村
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竹

二

氏

は
、

本

密

参

録

を

曹

洞

家

の
僧

が

臨

済

宗

各

派

を

遍

参

し

て
得

た

も

の

と

さ

れ

た
が

、

金

田

弘

氏

は
、

疑

念

を

呈

さ

れ

て

い
る

。

今

の

所

確

証

は

な

い
が

、

私

見

と

し

て

は
幻

住

派

の
僧

に
よ

っ
て
ま

と

め

ら

れ

た

も

の
と

考

え

た

い
。

(1
)

別
峰
相
見
、
準

、
教
中

ノ
妙
法
、
孤

頂
ノ
徳
雲
比
丘
、
従
来
不
下

山
、
善
才
去

参
、
七
夕
不

逢
、

一
日
却
在
別
峰
相

見
、

乃
呼
見
了
、
却

与
他

説
、

一
会

三
世

一
切
諸
仏

、
智
恵

光
明
、
普
光
法
門
、
圓

悟
云
、

徳
山
既
不

下

山
、
図
什
歴

、
却
在
別
峰

相
見
、
若
道
侘
下
山
、
教
中

説
、

徳
雲
比

丘
不

曽

下
山
、
在
妙
峰

孤
頂
、

到
這
裏

、
徳
雲
与
善
才
、
的

々
在

那
裏
、
弁
、

仏

見

法
見
、
尽
果

タ
端
的

力
、
相

見

シ
ヤ
、
下
、
十
州
春
尽
花
凋
残
、
珊
瑚
樹

林

日
果

々
、

又
、

白
雲
尽
処
是
青

山
、

知
音
更
在
青

山
外
、

異
同
、

十
洲

―
果

々
ノ
句

ナ

シ
、
或
弁
、
善

才
七
日
迄

ニ
ス

レ
ト

モ
、

徳
雲

二
不
逢
、

故

二
、
身
痩

心
倦

テ
、
従
前

五
十

三
人
ノ
善
知
識

二
逢

テ
、

久
得
底
、
悟
得

底

ヲ

モ
、
忘

ハ
テ

ゝ
、
百
不
知
百
不
会

ノ
境
界

二
到
時

力
、

即
別
峰
相
見

シ

ヤ
、
下
、
白
雲
-

青
山
、

又
、
曲
終

人
不
見
、
江
上
数
峰
青
、

又
、

一
剣

依
天
寒
、

△
関
山

四
派

景
川
云
、

仏
見
法
見
、

皆

二
成

テ
果

タ
境
界

シ
ヤ
、

下
、

白
雲
尽
処
是
青

山
、
悟
渓

云
、
仏
心
法
心
共

二
、
忘

シ
タ
処
力
、
相
見

シ
ヤ
、
下
、

日
月
蓋

覆

不
昼
、
特
芳

云
、
仏

見
法
見
皆
無
境
界

シ
ヤ
、
曲
終
―

青
、
東
陽

云
、

三
世
諸
仏
、

歴
代
列
祖
、

出
須
弥
頂
上
、

百
不
知
百
不
会
処

テ
、
知

リ

得

力
、
相
見

シ
ヤ
、
下
、
十
洲
―

果

本

書

は
、

大

徳

寺

派

及

び

妙

心
寺

派

の
密

参

録

の
両

方

の
特

徴

を

有

幻
住
派
密
参

録
に

つ
い
て

(
飯

塚
)

し
て
い
る
。
即
ち
大
徳
寺
派

で
言

う

「下
語
」
「
弁
」
は
、
妙
心
寺
派

で
言
う
「
一

句
」
「平
話
」
に
当

た
る
が
、
そ
の
用
語
が
共
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
。
又
上
記
の
よ
う

に
、
「関
山
四

派
」
の
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ

か

に
、
大
徳
寺
派
の

「大
燈
」
「徹

翁
」
「
一
休
」
の
解
釈
や

「洞
宗

(曹
洞
宗
)
」

の
解
釈
が
並
挙

さ

れ

て

い
る
点
も
本
書
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
と

め

私
は
、
中
世
に
お
け
る
林
下
、
即
ち
大
応

派

下

の
徹

翁
派

・
関
山

派

・
遠
山
派
の
三
派
、
曹
洞
宗
道
元
派
下
の
諸
派
の
禅
の
特
徴
は
、
公

案
禅
、
就
中
そ
の
密
参
口
訣
的
側
面
に
あ
る
と
考
え
る
。
幻
住
派
は
、

五
山
の
中
に
浸
透
し
て
行
く
際
に
は
、
そ
の
林
下
の
特
徴
で
あ
る
密
参

口
訣
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
独
自

の
公
案
体
系
を
有
し
て
い
る
こ
と

が

一
つ
の
利
点
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
五
山
派
の
法

を
嗣

ぎ

な
が

ら
、
又
同
時
に
幻
住
派
の
嗣
法
も
兼
ね
る
と
言
う
あ
り
方
は
、
室
町
時

代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
禅
宗
史
を
考
え
る
上
で
注
目
す

べ
き
点
で
あ
る
と
思
う
。
幻
住
派
の
密
参
録
を
考
察
す

る

こ
と

に

よ

り
、
幻
住
派

の
公
案
体
系
、
及
び
そ
の
解
釈

の
特
徴
を
明
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

幻
住
派
、
『青
鷹
集
』、
足
利
学
校

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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